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七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定結果
　11月５日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、以下の
とおりでした。
　平成25年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSvを超えないよ
うに管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。
　※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。

仮置き場の空間線量の推移 ○地下水の測定結果

●お問い合わせ
　総務課　☎３７－２１１１（担当:小掠）

単位:Bq/kg 　
調査項目 測定値

放射性ヨウ素
（Ｉ－131） 不検出

放射性セシウム
（Cs－134） 不検出

放射性セシウム
（Cs－137） 不検出

測定開始時から不検出となっています。

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定について 
 １１月５日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、以下のとおりでした。 
 平成２５年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSv を超えないように管理され仮
置き場が安全に保たれていることを表しています。 
※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。 

仮仮置置きき場場のの空空間間線線量量のの推推移移  

  
  
  

○地下水の測定結果 
 単位:Bq/kg 

調査項目 測定値 
放射性ヨウ素(I－131) 不検出 
放射性セシウム(Cs－134) 不検出 
放射性セシウム(Cs－137) 不検出 

   
測定開始時から不検出となっています。 

 
●お問い合わせ 総務課       ３７－２１１１（担当：小掠） 
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～診療所からのお願い～
発熱、せき及び息苦しさ等の症状がある方は

来院前に必ず電話連絡されるようご協力をお願いします
　冬期間は空気が乾燥し、季節性インフルエンザが流行時期となります。
　また、新型コロナウイルスは現在も感染者が増大傾向にあり、とても注意が必要です。
　インフルエンザや新型コロナウイルス感染症は感染力がとても強いので、人にう
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動も大変重要となります。ぜひ、感染症の流行を抑えるためにも、直接の来院を避け、事前に
電話相談のうえ医師の指導のもと行動していただきますようご協力をお願いします。
　そして引き続き、3密（密閉、密集、密接）を避け、マスクや手指消毒の徹底及び十分な換気
などを励行しましょう。

●お問い合わせ　　七ヶ宿町国保診療所　☎３７−２００２
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宮城県無火災地域功労表彰を受賞
　11月13日、関保育所園児で活動する幼
年消防クラブが、火災のない意識づくりを
継続し、無火災地域を推進してきた功績が
称えられ、宮城県知事より宮城県無火災地
域功労表彰を授与しました。幼年消防クラ
ブでは、毎月の防災訓練のほか、町総合防
災訓練に参加し、火の用心のうたで火災予
防啓発活動、夏の行事で防火啓発などの活
動を行っています。当日は、園児が消防車
の展示見学を楽しみ、火遊びをしない、火
の用心の呼びかけを行うことを誓いました。▲感謝状が授与されました

農業委員の功績に表彰
　令和２年秋の叙勲において、太田幸一さんが旭日
単光章を受章されました。太田さんは、農業委員と
して平成５年７月就任以来、会長職務代理者及び会
長を歴任し27年間の長きにわたり圃場整備や担い
手を中心とした農地集積に積極的に取り組むなど常
に第一線にたって活動をされ、農業経営の安定向上
と地域農業の振興のため尽力されてきました。また、
平成30年から新たな農地中間管理機構関連農地整
備事業及び中山間地域対策事業を推進し、町の産業
基盤の充実強化に尽力されてきました。今回の受章
はこれらの多大な功績が認められたものです。▲太田幸一さん（関地区）

統計調査員の功績に表彰
　11月11日、多賀城市民会館で令和２年
度宮城県統計大会が開催され、小倉章一さ
んが農林水産大臣表彰を受賞されました。
小倉さんは、これまで24年間、統計調査
員として活動してきました。今回は、農林
水産統計調査である2020年農林業センサ
スにおいて、職責の遂行に顕著な努力と姿
勢が評価されました。統計調査員は、調査
対象である世帯や事業所などに調査票を配
布し、回収された調査票の点検・整理など
の仕事を行っています。▲小倉章一さん（滑津地区）


